
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

からだの元気レター                        ３月 

 

ファミリー健康相談では、こんな相談が… 

今年も２月の中旬頃から花粉の飛

散が始まりました。日本の花粉症

の患者は年々増え、推定患者数は

2000 万人ともいわれています。い

ままで症状が出なかった人でも、

突然体質が変わり、いきなりアレ

ルギー症状が出ることもありま

す。つらい症状を少しでも和らげ

るための注意点や受診の目安、受

診後の対処方法に悩んだときは、

一度ファミリー健康相談にお電話

ください！ヘルスアドバイザーと

顧問医師が連携して適切なアドバ

イスをします。 

 

ご自分の健康、ご家族の健康で気になることがあったなら、ファミリー健康相談に相談です！ 

相談専用電話番号は各健康保険組合のホームページまたは健康保険組合発行の冊子等をご

らんください。 

 

 

 

ヘルスアドバイザーから

今月の一言 
 

老齢期うつと認知症 

 

老齢期には身体の老化

という変化に加えて、退

職や子どもの独立、配偶

者の喪失といった環境の

変化が原因からうつに陥

りやすいものです。ま

た、高齢になるにつれて

認知症の発症率も高まり

ますが、老齢期うつ病と

認知症は誤認されやすい

ので注意が必要です。 

高齢者のうつ病にはさ

まざまな症状がありま

す。やる気が起きず引き

こもったり、活動や行動

が鈍くなったり、記憶障

害が出たりすることもあ

ります。 

認知症の検査は、CT、

MRI、脳血流検査などの画

像検査、記憶・知能など

に関する心理検査に加

え、医師の診察による結

果を総合的に評価して診

断します。認知症も、さ

まざまな症状があり、と

くにその初期には、うつ

病に非常に似た症状があ

ります。 

日頃の様子と比べてお

かしいな、と思ったら、

医師の診察を受けるよう

にしましょう。 

Q：9 ヵ月になる子どもですが、半月ほど前にはしかと風疹のワクチンを

接種しました。今朝手足に発疹ができ、37.3 度の熱があります。機

嫌や食欲に変わりはありませんが、受診した方がよいでしょうか？ 

A：弱毒化されたはしかウイルスが体内で増殖する時期は接種後 5

～14 日で、はしかに似た発疹と発熱の副反応があらわれるこ

とがあります。熱は通常 1～2日で解熱することが多いようで

す。症状は重くないようなので様子を見てください。もし症状

が悪化するようであれば小児科で診察を受けてください。 

 

Q：夫は事務職であまり体を動かさないのですが、食事量が多く、間食も

絶え間がないほど食べています。健診結果は中性脂肪 424、ウエス

ト 100 ㎝です。本人の改善意思も弱く、体重は増加傾向です。食べ

過ぎを予防する食事の工夫や間食の摂り方を教えてください 

 A：ご本人がこのままではよくないと気がつくことが大切です。ま

ずは奥様がコントロールできる夕食を改善してみてはどうでし

ょうか。食べ過ぎを少しでも防ぐため、野菜やきのこ、海藻を

増やすようにしましょう。間食は現在取り組んでいる低カロリ

ーなおやつで改善がみられないようであれば、摂食頻度を減ら

すように勧めてみましょう。 

 

Q：胸やけをすることがあるので、脂っこい食事は避け、消化のよいもの

を食べるようにしています。胃を丈夫にするにはキャベツを食べると

よいと聞きましたが本当ですか？ 

A：キャベツには、胃粘膜を修復すると同時に、胃酸の分泌を抑え

る働きをもっているビタミンＵが含まれています。ビタミンＵ

はキャベツから発見されたので、別名キャベジンと呼ばれ、胃

を健全に保つビタミンといわれています。熱に弱いので調理の

際は生か短時間の加熱にしてください。 

 

 

 

 


